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［
●
大
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
一

新
田
次
郎
の
小
説
『
孤
高
の
人
」
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
登
山
家
が
加
藤
文
太
郎
だ
。

加
藤
の
生
家
が
あ
る
浜
坂
と
当
時
の
職
場

が
あ
っ
た
神
戸
と
を
結
ぶ
約
１
７
６
ｍ
を

媚
時
間
以
内
で
ゴ
ー
ル
す
る
企
画
が
、
今

回
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
る

イベントだ。

途
中
で
六
甲
全
山
縦
走
路
も
通
る
が
、

累
稽
標
高
差
は
２
０
０
０
ｍ
強
の
ス
ピ
ー

ド
コ
ー
ス
。
地
図
は
主
催
者
か
ら
配
布
さ

れ
、
５
カ
所
の
コ
ン
ビ
ニ
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
買
い
物
後
に
レ
シ
ー
ト

を
撮
影
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ

し
て
い
く
。
最
高
タ
イ
ム
は
羽
時
間
半
で
、

最
終
は
鞭
時
間
弱
分
で
の
ゴ
ー
ル
だ
っ
た
。

［
●
地
図
の
工
夫
は
？

一

あ
ん
ち
ょ
こ
付
き
の
地
図
を
事
前
に
用

意
し
よ
う
。
山
間
部
な
ら
国
土
地
理
院
、

町
な
か
な
ら
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
ベ
ー
ス

に
、
コ
ン
ビ
ニ
や
分
岐
地
点
を
、
高
低
差

が
激
し
い
箇
所
は
ピ
ー
ク
の
場
所
と
標
高

を
言
き
込
ん
で
お
く
こ
と
。
走
り
な
が
ら

読
め
る
大
き
さ
で
書
い
て
お
く
の
が
コ
ツ
。

今
回
は
主
催
者
の
方
が
事
前
に
詳
細
な

地
図
を
公
開
し
て
く
れ
た
。
細
か
い
情
報

も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
説
明
が
ど
こ
な
の

か
探
し
な
が
ら
進
む
の
も
楽
し
い
。

各
地
で
ミ
ニ
レ
ー
ス
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
て
き
た
・
数
十
人
規
模
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
運
営
だ
が
、
ウ
ル
ト
ラ
や
１
０
０
マ
イ
ル
級
の
レ
ー
ス
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。
今
月
は
特
別
企
画
と
し
て
、
兵
庫
の
イ
ベ
ン
ト
「
拝
啓
・
加
藤
文
太
郎
兵

庫
縦
断
１
７
６
ｋ
」
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
遠
征
や
長
距
離
走
破
の
コ
ツ

を
挙
げ
て
み
た
い
。

’

［
●
ナ
ビ
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
ど
う
す
る
？
］

昔
は
ハ
ン
デ
ィ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
が
主
流
だ
っ

た
が
、
今
は
ス
マ
ホ
が
高
性
能
な
上
に
ラ

ク
。
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
も
ナ
ビ
が
あ
る

が
、
推
奨
コ
ー
ス
を
た
ど
り
な
が
ら
軌
跡

も
記
録
し
た
い
場
合
は
ア
プ
リ
が
必
要
だ
。

コ
ー
ス
の
デ
ー
タ
は
Ｇ
Ｐ
Ｘ
と
呼
ば
れ
、

「
ル
ー
ト
ラ
ボ
」
な
ど
で
描
い
た
り
、
ネ

ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
し
て
入

手
す
る
。
ス
マ
ホ
に
保
存
し
、
ア
プ
リ
で

表
示
す
れ
ば
準
備
完
了
。
ア
プ
リ
が
ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
カ
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
地

図
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
こ
う
。
機
内

モ
ー
ド
で
も
使
え
る
の
で
、
電
池
の
消
費

も
少
な
い
。
ま
た
、
水
場
な
ど
残
し
て
お

き
た
い
場
所
も
、
短
時
間
で
記
録
で
き
る
。

【
●
予
想
通
過
タ
イ
ム
は
？
ロ

試
走
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
場
合
は
参
考
に

な
る
が
、
時
間
帯
や
体
力
な
ど
条
件
が
違

う
の
で
、
お
お
よ
そ
の
目
安
程
度
に
と
ど

め
て
お
こ
う
。
完
走
が
目
的
な
ら
、
ゴ
ー

ル
の
時
刻
と
予
想
ペ
ー
ス
か
ら
逆
算
し
て

通
過
時
刻
を
割
り
出
す
。
今
回
の
よ
う
に

長
距
離
の
場
合
は
、
疲
れ
て
ペ
ー
ス
ダ
ウ

ン
す
る
の
も
計
算
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一●食事は？

お
な
か
が
す
か
な
い
う
ち
に
、
喉
が
渇 ー
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１今月のお気に入り
ロングセラーの定番品サーマレストブロライトレギュラー
一・・・ロローーーーー - - ‘ ﾛ ロ 磐 口・ - - ＝ - 南 一再再一一一 ‘ ロ ロ ロローロロ・ロロローーロ一一一一 , ﾛ ・ - - - - - - - - - ‘ ﾛ ロ ー ーーーーー

ア 可 卜 ｌ ／ 弓 ､ / や 蒲 ｵ T F の 徐 中 声 日 岸 Ｚ , [ 建 わ ト ） 【 戸 ブ ナ , - ブ カ レ 垂 か サ ア 潭 誌 ぶ アわりにプカプカと浮かせて遊ぶこ
ともできた。平らな発泡スチロー
ル製とは異なり、自由に曲がるの
で、シューズの上にサーマレスト
を敷けばフカフカな枕代わりの隆
起を作れる。宿が畳で布団が薄い
場合でも、布団の下に敷けばベッ
ド並みのクッションになる。
実際に筆者のベッドでもマット
レス代わりに敷いて使っている。
軟らかすぎるときは息を吹き込め
ば硬くなるし、不要になった場合
は丸めて捨てられる点で、通常の
マットレスより優秀だ。

トレランや遠征の途中で眠る際、
寝床の快適さが後々のパフォーマ
ンスを左右する。硬い、冷たい、
でこほこ

凸凹があるといった状況は避けた
いものだ。
サーマレストは、空気を入れて

使う携帯用マットレスだ．本体内
には膨張用のスポンジが入ってい
るので、ブタを開けて放っておく
,だけで自動で膨らむ。空気で体が
浮いている状態なので、体温が奪
われずに済む。フェリーなどの微
妙な振動も伝わらない。また、海
に入ったときにはビーチマット代
ｆ,，露 、。灘恥

床の快適
スを左右
脚,こ

凹がある

平らな発泡
り、自由に
の上にサーン ユ

けば
る。宿が
、布団の
クッショ

だ。本体
が入って
放ってお
市 一 一 件

で
み

合
並

レス
L ＝ ず

鶏
膨張用
で、フ
で自動で膨らむ‘
ている状態なの・
ずに済む。フェ
振動も伝わらな{

で
て

け
い蕊 軟らか

ば硬く
るとき
し、不
一 ～ Ⅱ

す
な
』

’
Ｉ
￥ めて

トレ
輯

蕊 蕊Ⅲ
Runn i nqmo90z i n e [０u｢ i ｢９４フ、年ア蜂ｂ- - ｌ ｆ ｎ し

、 ÷

]宗

征
｡

長
距
離
走
破
の
．

ツ

兵
庫
縦
断
１
７
６
ｋ
に
み
る



トレイルランニングをこよなく愛する人たちに贈るディーブな情報

か
な
い
う
ち
に
、
補
給
す
る
の
が
コ
ツ
。

エ
イ
ド
や
荷
物
の
運
搬
が
な
い
レ
ー
ス
で

は
、
通
過
す
る
コ
ン
ビ
ニ
を
把
握
し
て
お

く
と
安
心
だ
（
完
全
に
山
中
の
レ
ー
ス
の

場
合
、
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
な
い
こ
と
も

多
い
が
）
。
走
っ
て
い
る
と
き
は
、
甘
い

も
の
に
偏
り
が
ち
で
、
胃
が
受
け
付
け
て

く
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と

き
は
、
普
通
の
お
弁
当
が
お
す
す
め
だ
。

次
は
あ
れ
を
食
べ
た
い
ｌ
ぐ
ら
い
の

勢
い
で
、
食
を
楽
し
み
に
走
ろ
う
。

長
距
離
レ
ー
ス
は
、
マ
メ
対
策
次
第
で

快
適
さ
が
変
わ
る
。
シ
ュ
ー
ズ
の
幅
が
狭

か
っ
た
り
、
逆
に
大
き
く
て
足
が
中
で
動

い
た
り
す
る
と
、
マ
メ
が
で
き
や
す
い
。

対
策
と
し
て
、
足
の
裏
全
域
に
テ
ー
プ
を

貼
っ
て
お
く
と
よ
い
。
ま
た
、
指
付
近
な

ら
ワ
セ
リ
ン
を
靴
下
か
ら
に
じ
み
出
る
ぐ

ら
い
べ
っ
た
り
と
塗
っ
て
お
こ
う
。

少
し
で
も
痛
み
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

止
ま
っ
て
靴
下
を
脱
い
で
点
検
・
処
置
を

す
べ
し
。
も
し
マ
メ
が
で
き
た
ら
、
安
全

ピ
ン
な
ど
で
マ
メ
の
端
に
小
さ
な
穴
を
開

け
て
水
を
抜
き
、
テ
ー
プ
な
ど
で
覆
っ
て

か
ら
再
出
発
し
よ
う
。

〔●寝る所は？

］

山中であれば暗くなるまでに探す
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一
●
足
の
ト
ラ
ブ
ル
対
策
は
？
）

､夷ノル〆"且
公開された詳細な地図

必
要
が
あ
る
が
、
町
な
か
を
走
る
場
合
は
、

明
る
く
足
元
も
良
好
な
の
で
、
眠
く
な
る

前
に
探
せ
ば
い
い
。
あ
ま
り
早
い
と
眠
く

な
い
し
、
人
通
り
も
あ
っ
て
落
ち
着
け
な

い
。
公
園
や
公
民
館
な
ど
屋
根
が
あ
る
場

所
や
壁
の
近
く
、
静
か
、
無
風
、
清
潔
、

虫
が
い
な
い
場
所
が
望
ま
し
い
。
寝
る
前

に
充
電
や
靴
下
の
交
換
な
ど
を
行
っ
て
お

く
と
、
翌
朝
は
ス
ム
ー
ズ
に
出
発
で
き
る
。

今
回
は
、
１
日
目
は
バ
ス
停
、
２
日
目

は
知
り
合
い
の
整
備
工
場
の
裏
で
、
１
時

頃
か
ら
３
時
間
就
寝
で
き
た
。

基
本
は
エ
イ
ド
も
サ
ポ
ー
ト
も
な
い
が
、

地
元
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
有
志
の

方
々
が
私
設
エ
イ
ド
や
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
を

出
す
な
ど
、
ほ
っ
た
ら
か
し
感
は
な
い
。

荷
物
の
輸
送
が
な
い
の
で
、
ラ
イ
ト
や

充
電
器
な
ど
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
、
ロ

ー
ソ
ン
か
ら
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
家
に
送
る

た
じ
ま

人
も
い
た
。
ま
た
、
途
中
で
名
物
の
但
馬

牛
を
買
っ
て
焼
い
て
食
べ
、
温
泉
に
つ
か

り
、
片
手
に
は
け
ん
玉
、
と
い
う
猛
者
も
。

足
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
参
加
者
の
た
め

き
や
う
き
よ

に
、
急
遼
自
転
車
の
部
が
追
加
さ
れ
た
の

も
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
な
ら
で
は
だ
。

各
地
で
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

て
、
純
粋
に
走
っ
て
遊
ぶ
人
が
増
え
る
の

は
う
れ
し
い
傾
向
だ
。

一
●
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
？
〕

(上 )けん玉を
しながら走る
人も

(右）ゴールの
公園

〆 、

吉 本亮 画ｌ加藤文太郎ってどんな人？
患 ２００２年に富士登山競走に

出るも８合目手前で失格。同
年の初マラソンは福知山で
４時間。富士登山競走はエ
ントリー開始日に気づかず失
敗。ハセツネは万全の態勢
で無事エントリーできました。

Ａ'今月の、
プチ疑問！
、 今 ノ
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第３回拝啓加藤文太郎兵庫縦断176k-神戸から浜坂へ-
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今回で３回目となるイベントは、ンで有名な村岡を通る。この辺りくて静かなので、感慨にふけりな
神戸から浜坂へと向かう。スターは雪対策のためか、バス停は屋根がらゆっくり進みたい。
卜は、神戸岬駅に近い和田宮公園とベンチ付きなので、仮眠をとるストーリー性のあるイベントと
で、これは加藤文太郎の当時の職のにぴったり。村岡トンネルを過いうこともあり､．『孤高の人』を
場の前。町なかを抜けるとまずはぎると「コインスナツクふじ」が読んでモチベーションを上げて参
六甲全山縦走路に差しかかり、高現れる。昭和から稼働しているし加したいイベントだ。
取山を越えて再び町なかランとなァなうどんの自販機で、これを目
る。なだらかなアッブダウンはあ当てに遠くから来る人もいるぐら
るものの基本は平坦で、コンビニいだ。ネギや揚げは、管理人の方
が各所に現れてありがたい。ただが家で切ってきて、どんぶりに入

や ぶ

し、生野から養父間の約４０kmはれて自販機の中に置いている。東京駅を発着点として
往路:スタートの神戸へ飛行機てコンビニがないので、買いためしゴールは、加藤文太郎記念図書 復路:ゴールの浜坂から電車で辮て お く の が 吉 だ 。 館 や お 墓 の 近 く を 通 っ た 先 に あ る 期 間 : 前 日 入 り ～ 表 彰 式 で ４ 日 間

後半になると、ウルトラマラソ浜坂海岸。浜坂の町なかは道が細申し込み：２月にフェイスブック１

…・ゴールの最寄り駅ＪＲ浜坂駅は､|Ｃカードが使えず､夜は無人駅となる。'unmm'"･1'z'n｡[｡'｢;'|｣''""。

回目とな
坂へと向
岬駅に近
加藤文太
なかを抜

回目
坂へ 対策の

ンチ付
びった

ゆっくり進
トーリー性
こともあしノり。村岡

インスナ
のにびった
ぎると『．
現れる。昭
ァなうどん

禅譲
》鶚がｆ-

４
鞭ける

しか
再び
なア

えて
らか

で、乙
人もいらかなアップ

基本は平坦で
現れてありがや ぶ

から養父間ａ

。な
もの

てに遠くから
だ。ネギや揚
家で切ってき

イント

揚げは、管理
きて、どんぶ

コンビニ
ｉ、チニーv 9 c／とF /

１４０kml

のの基
所に現 てあ↓や ぶ

養父
鱗 ふ

東京駅を発着点として
往路:スタートの神戸へ飛行機で約３時間
復路:ゴールの浜坂から電車で約７時間
期間:前日入り～表彰式で４日間
申し込み：２月にフエイスブツク経由で開始
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